


設　　計
当社が部材販売・責任施工する場合、下記の手順に基づき、総ての部材を決定します。

Ａ．設計データ

　蔗．温水パイプ（ポリエチレン管）

　　ア． 7 A（外径φ10袤／袤、内径φ 7 袤／袤）水頭損失0．05袤H2O、流量1．0褄／袤

　　イ．10A（外径φ13袤／袤、内径φ10袤／袤）　 〃　 0．0287袤H2O、流量1．8褄／袤

　蔘．温水パネル

Ｂ．設計条件

　蔗．各回路の温水パイプ最長距離（サプライのヘッダーに接続した温水パイプがリターンの

　　ヘッダーに戻って来る迄の距離）は下記の長さ以下として下さい。

　　　　 7 A　　55袤／回路、

　　　　10A　　110袤／回路、

Ｃ．設計の手順

　蔗．レイアウトの決定

　（ア）外壁側に取付けるヘッダー（ボイラー）の位置を決定します。〔図－蔗〕

　　　　（なるべく温水パネルに近い方が経済的です。）

　（イ）各室内の温水パネルのレイアウトを決定します。〔図－蔗〕

　　〔注意－蔗〕温水パネルの長さ方向（L）はフローリングの張方向に直交させます。

　　〔 〃 －蔘〕直線パネルは巾方向を1／2にカットできます（W＝606蜚303）〔図－蔗爬〕

　　〔 〃 －蔬〕〃長さ方向（L）は自由にカットできます。

　（ウ）灯油タンクはボイラーから蔘袤以上離して下さい。（消防法）
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　蔘．各回路の温水パイプ長さ算定

　（ア）各温水パネルの種類と枚数から温水パネル内の温水パイプの長さ〔A〕を算定し、次に

　　　ヘッダー迄の距離〔B〕を平面図より求め、更に1．5袤（ヘッダー立上がりの距離）を加算

　　　して求めます。

　　　　　　　〔A〕＋〔B〕＋1．5袤＝温水パイプの長さ

　（イ）上記（ア）の作業を繰返して総ての回路について長さを算定します。

　　〔注意〕広い部屋で、蔗回路では〔2－（ア）〕の温水パイプ最長距離が「設計条件」を超

　　　　えてしまう場合は蔘回路に分けますが〔図－蔗漓・滷〕その場合漓・滷の回路の長さ

　　　　ができるだけ等距離となるようにして下さい。

Ｄ．ボイラー能力の算定

　蔗．必要熱量

　　各温水パネルの面積の合計×200kcal／h＝ボイラー必要カロリー

　蔘．合計流量

　　温水パイプ 7 Aの場合〔C－蔘－（イ）〕で求めた回路数×1．0褄／褥＝合計流量

　　　　〃　　10A　〃　〔　　 〃 　　〕　　　〃　　 ×1．8褄／褥＝　 〃

　蔬．水頭損失（揚程）

　　〔C－蔘－（イ）〕で求めた各回路の中で最長の温水パイプ長さ〔C〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×水頭損失の係数＋0．5袤H2O（ヘッダーロス）

　　温水パイプ 7 Aの場合〔C〕×0．05袤H2O／袤　＋0．5＝水頭損失

　　　　〃　　10A　〃　〔C〕×0．0287袤H2O／袤＋0．5＝　〃　　

　蔟．補助タンク（膨張タンク）の容量

　　〔C－蔘－（イ）〕で求めた総ての回路の温水パイプ長さの合計〔D〕×保有水量×膨張率

　　　　　温水パイプ 7 Aの場合〔D〕×0．0012褄／袤＜補助タンク容量

　　　　　〃　　10A　　〃　　〔D〕×0．0024 〃＜　　　〃

　蔕．〔蔗～蔟〕の数値とボイラーメーカーの性能表を突き合わせて総ての条件を満たすボイ

　　ラーを選定します。
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爬

獏

漓

滷

ヘッダー
基礎貫通スリーブ

サヤ管 　7 A＝CD16×2本
10A＝CD22×2本（ ）

凡例

漓、滷回路No.（温水パイプ取込位置）

　コントローラー
　（ボイラーメーカーにより名称が異なります）

　－獏ボイラーリモコン　
　（ボイラーメーカーにより名称が異なります）

〔図－蔗〕



Ａ．依頼工事（他の業種に依頼する工事項目）

　蔗．灯油ボイラー・ガスボイラー共通

　（ア）捨　張　合　板〔大工工事に依頼〕

　（イ）ダ ミ ー 合 板〔　　　〃　　　〕

　（ウ）ボイラーの電源〔電気工事に依頼〕

　　　　AC100Vアース付外部用コンセント

　（エ）基礎又はコンクリート外壁を貫通する温水パイプ貫通スリーブ〔設備依頼工事〕

　（オ）コンクリート造の建物の場合はコントローラー、ボイラーリモコンのための打込み配管

　　　（CD16）及び打込み裏ボックス（蔗コ用又は蔘コ用）

　蔘．ガスボイラーの場合

　（ア）ガ ス 管 接 続〔ガス工事に依頼〕

　（イ）給 水 管 接 続〔設備工事　〃　〕

Ｂ．施工手順〔図－蔬－1・2〕参照

　蔗．温水パイプ基礎貫通スリーブ

　　　　　　蜊

　蔘．サ ヤ 管 工 事　　　　　　　

　　　　　　蜊

　蔬．温水パネル取付

　　　温水管配管工事

　　　　　　蜊

　蔟．ボイラー（灯油タンク）　

　　　ヘッダー取付

　　　　　　蜊

　蔕．試運転　〔工事完了〕　

施　　工

（ ）ＲＣ造の場合コントローラーボイラーリモコン打込
配管・ボックス工事

（ ）コントローラー取付
ボイラーリモコン　〃
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3－4・5
計装工事－蔘

計装工事－蔗（配線）

圧力テスト
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フローリングＴ　　　〔建築工事〕
ダミー合板獗12（獗15）〔　 〃 　〕
捨張コンパネ獗12　　〔　 〃 　〕
グラスウール獗50　　〔　 〃 　〕

小根太獗12（15）
〔床暖房工事〕

温水パネル
〔床暖房工事〕
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〔図－蔘〕



システム概念図蠢（ガス焚）

〔図－蔬－蔗〕

〔図－蔬－蔘〕

システム概念図蠡（灯油焚）
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〔Ｂ－蔗〕基礎（外壁）貫通スリーブ

　蔗．施工時期

　　基礎配筋工事、仮枠工事が完了して、コンクリート打設の前

　蔘．基礎貫通スリーブ径の目安（右表参照）

〔Ｂ－蔘〕サヤ管工事（ＣＤ16又はＣＤ22使用、蔘本／回路）

　蔗．施工時期

　（ア）在来工法木造根太組

　　　根太組が完了し、捨張合板を張る前　〔図－蔟（ア）〕

　（イ）蔘×蔟木造の場合

　　　基礎工事が完了し、建方の前　〔図－蔟（イ）〕

　（ウ）ＲＣ造の場合

　　　ａ．置床の場合：置床工事の直前　〔図－蔟（ウ－ａ）〕

　　　ｂ．転バシ根太の場合：根太組が完了した時点〔図－蔟（ウ－ｂ）〕

　　　ｃ．ネダフォームの場合：ネダフォーム敷込工事の直前〔図－蔟（ウ－ｃ）〕

　（エ）サヤ管をスラブ打込配管とする事もできます。

　蔘．施工手順

　（ア）サヤ管の一方は貫通スリーブの外壁外側へ引出し、1～1．5袤延長し、回路No. を記し

　　　ておく。〔図－蔟（エ）〕

　（イ）サヤ管の他方は温水パネル割付図に基づいてスタートパネルの温水パイプ取込位置附

　　　近に立上げる。

〔注意－蔗〕サヤ管を曲げる場合半径ｒ＝150以上として下さい。（急角度に曲げますと後日

　　温水パイプを通す時に困難となります。）

〔注意－蔘〕捨張合板施工時に、上記サヤ管を合板の上に引き出して下さい。〔大工工事へ依頼〕

〔図－蔟〕
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〔Ｂ－蔬〕温水パネル取付、温水パイプ配管工事

　蔗．施工時期

　　捨張合板張りが完了してフローリング等の床仕上工事の直前。

　蔘．施工手順

　（ア）図面に基づき温水パネルを敷込み、木ビス（Ｌ＝32m／m）を使用して固定します。

　（ウ）スタートパネルの温水パイプ取込位置の処理は下部のようにします。

　（エ）

〔注意〕サヤ管は温水パネルの高さより低くします。（高くなるとフローリング施工の障害となります。）
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　（イ）室内側スタートパネル温水パイプ取込位置に立ち上げてあるサヤ管（CD管）から温水

　　　パイプの端部を挿入して外部へ引き出し、ビニールテープで小口を塞ぎます。〔図－蔔〕

　〔参考〕サヤ管の距離が長い場合や、曲りが多い場合は電気工事で使用する「線通しワイヤ

　　　ー」を使用すると便利です。

　〔注意〕温水パネル敷込みに先立ち、パネル割りを下地合板に墨出ししてください。

〔図－蔕〕

300
以内

直線
パネ
ル

コーナーパネル
小根太　蔗ピース当り蔘本づつビス止め

ビニールテープ

サヤ管

〔図－蔔〕

針金で緊結する

〔図－蓼〕

〔図－蕀〕

〔注意〕

※ ※ 7 Aの開口寸法w26×L150
　10Aの　 〃　 w26×L180

20

サヤ管を斜めにカットします。

温水パネル
捨張合板

〔図－蕣〕

よじれを補正しながら
温水パイプの溝にパイプを敷設します。

フロアコンセント等の障碍物があ
る場合は温水パネル敷設に先行し
て取付けます。

カッターでバイパス溝を切る

アルミテープW100
（温水パイプを押さえるために端部から端部まで貼付けます。）

〔図－10〕

鋸またはノミでカット

エンドパネル

コーナーパネル

温水パネル

直線パネル
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〔図－11〕
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〔図－12〕

床仕上 保護モルタル

硬質ウレタンフォーム
熔接金鋼150♯

〔図－13〕

アルミテープ

　（オ）温水パネルへの温水パイプの敷設が完了しますと、温水パイプはスタートパネルの取

　　　込位置に戻りますので、（イ）の要領でサヤ管へ挿入し、ヘッダー取付け予定場所へ引

　　　出します。

　〔注意－蔗〕温水パイプをよじれたまま配管溝に敷設しますと部分的に温水パネルからはね

　　　上がり、フローリング工事のさまたげになります。

　〔注意－蔘〕温水バイプを急激に曲げますと、座屈※してしまいます。座屈したパイプは使

　　　用しないで下さい。将来劣化して温水の流れを妨げたり、亀裂が発生して漏水の原因と

　　　なる恐れがあり、当社の10年保証の対象から除外されます。

　　〔※〕座屈とは〔図－11〕の状態になった温水パイプです。

　〔注意－蔬〕温水パネルの溝にゴミ等が入った状態で温水パイ

　　　プを敷設しますとフローリングの施工に支障が出ます。

　（カ）湿式工法（床仕上；石貼・タイル貼）の施工方法

　　ａ．土間コンクリート（土間コン）打設に先立ち仕上

　　　寸法を現場にて確認して、土間コン天端のレベルを

　　　決定して下さい。

　　ｂ．硬質ウレタンフォーム（AL/PE)のアルミ面を表

　　　面にポリクラフト紙面を裏面使いとし、コンクリー

　　　トボンドにて固定します。〔図－12〕

　　ｃ．硬質ウレタンフォームアルミ面に熔接金網150♯

　　　を敷込み温水パイプを図面に合わせて熔接金網に結

　　　束線若しくは配線用結束バンドで固定します。熔接

　　　金網が温水パイプに引張られて断熱材面から浮きそ

　　　うな場合は、アルミテープで上から押え付けて下さ

　　　い。〔図－13〕

　〔注意－蔗〕温水パイプの内側のターンは半径ｒ＝75m/m 

　　　以上として下さい。

　〔注意－蔘〕配管工事が完了したら速やかに保護モルタ

　　　ルを打設して下さい。（温水パイプに傷を付けない

　　　ように注意しながら作業して下さい。）

（キ）

　ａ．計装工事－蔗

　　漓　施工時期はサヤ管工事から温水パイプ配管工事にかけて、内壁のボード張りの前に完

　　　了して下さい。

　　滷　施工に先立ちあらかじめ現場打合わせにより、各室コントローラー・ボイラーリモコ

　　　ンの設置位置を確認しておいて下さい。
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狡

狠

狡

狹

狠 狢

灯油式

ガス式

凡例　　コントローラー
　　　　ボイラーリモコン

〔図－14〕

〔図－15〕

エアバルブ

圧力計

クリップ

Lバンド

ヘッダーバルブ

L－CH
ジョイント

温水パイプ

　　　狢　蔗次側電源からコントローラーへの電源線　AC100V（蔘芯）

　　　狠　コントローラーから熱動弁への操作線　AC100V（蔘芯）

　　　狡　ボイラーリモコン用操作・信号線（リモコンにより線の本数は異ります。）

　　　狹　センサー信号線（蔘芯）

　　〔注意〕液晶遠隔線とボイラ遠隔線の長さは、取付ける場所に応じた長さ延長してくださ

　　　い。コントローラとボイラの長さが極端に長くなる場合は、延長線を太くする、シール

　　　ド線を使用するなどの対策を行う。（通常では30袤以内）狢～狹の線種は目安です。詳

　　　細は各メーカーに確認して下さい。

　（ク）圧力テスト

　　ａ．試験の時期と期間

　　　温水パイプ配管工事が完了した時点で圧力テスト（空気圧又は水圧）を必ず行なって下

　　　さい。期間はボイラー・ヘッダーの取付時期迄です。

　〔注意〕温水パネルの上にフローリングや合板張の工事を

　　施工する場合には作業前と作業後に必ず圧力計をチェッ

　　クして、圧力低下が無い事を確認して下さい。

　　ｂ．試験用ヘッダー組立て（蔘セットの熱動弁なしヘッ

　　　ダーが必要です。）

　　漓　一方の熱動弁なしヘッダーのボイラー接続用ジョイ

　　　ントに圧力計を取付けます。

　　滷　温水パイプの小口を直角に切りL－CHジョイントを

　　　専用工具（スムーサ）で挿入してヘッダーに接続しＬ

　　　バンド・クリップにて緊結します。

　　澆　配線概念図
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ジョイントバルブ

〔図－16〕

〔図－17〕

CD22

CD16

CD16

CD22

5
～
1
0
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　　澆　他方の熱動弁なしヘッダーに上記滷の要領で温水パイプを接続します。

　　潺　上記作業手順を完了したら圧力計のホースをコンプレッサーに接続して、エアバルブ

　　　とヘッダーバルブを閉じコンプレッサー側圧力を4～5 kgf／袱に加圧してから徐々にエア

　　　バルブを開いて下さい。

　〔注意－蔗〕エアバルブを一気に開くと圧力計が破損します。

　〔注意－蔘〕各系統に圧力が加圧され2.0kgf／袱となったところでエアバルブを閉じてヘッダ

　　　ー・圧力計まわりに石鹸水等を塗り、エア漏れが無い事を確認して下さい。

　〔注意－蔬〕水圧テストをする場合も2.0kgf／袱として下さい。

　〔参考〕当社では各回路別のテスト用ヘッダー（ 5・7回路用）とジョイントバルブを別に用

　　　意しております。

　〔注意－蔟〕温水パイプ（架橋ポリエチレン管）は酸素を透過するため0.2～0.3kgf／袱程度の

　　　圧力低下が発生します。

〔Ｂ－蔟〕ボイラー・（灯油タンク）・ヘッダーの取付

　蔗．施工時期

　　外壁の仕上工事が完了し、足場が撤去され、かつ内壁が仕上

　　がった時期

　蔘．施工手順

　（ア）ガスボイラーの場合

　　ａ．ボイラーの取付

　　　同梱の壁掛金物を外壁面にしっかりと固定し、ボイラーを

　　　取付けます。

　　ｂ．ヘッダーを取付けます。

　　ｃ．ヘッダーに温水パイプを接続します。

　　　漓　温水バイプをヘッダーの接続口に合うように長さを切

　　　　りそろえます。

　　　滷　サヤ管は温水パイプより5～10袍短く切断し、7Ａの場

　　　　合はCD22、10Ａの場合はCD16を15袍に切断して差し込

　　　　みます。

　　　澆　温水パイプのヘッダーへの接続は〔Ｂ－蔬（ク）－ｂ－

　　　　滷〕の要領で行ないます。

　　　　差し込んだCD管は上下にスライドできますので温水パイ

　　　　プを点検するのに便利です。

　〔注意〕給水・ガス管接続（依頼工事）がありますので、あら

　　　かじめボイラー承認図を取寄せて、納りを検討して下さい。
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ヘッダー
支持金物
（L）

ヘッダー
支持金物
（S）
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オスアダプタ－

〔図－18〕

土間コン

地盤面
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H
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2

2
H

灯油タンク

舗石用コンクリートブロック
W120×H120×L600

舗石用コンクリートブロック
W150×H150×L150

〔図－19〕

ヘッダーチャンバー

配管カバー

外壁開口

チャンバーの裏面を
切込んで直接温水パイプを取込む

チャンバーより下から配管を取出し
チャンバー下面より取込む

　（イ）灯油ボイラーの場合

　　ａ．ボイラー・灯油タンクの取付

　　　漓　原則としてボイラーと灯油タンクの地盤面は同一レベルと致します。

　　　滷　上記の条件を満たせば、水平距離は20ｍ程度離れていても送油が可能です。

　　　澆　設置位置に舗石用コンクリートブロックを基礎として使用します。

　　　潺　固定した基礎にボイラー・灯油タンクをアンカーボルトで固定します。

　　ｂ．ヘッダーチャンバーの取付

　　　漓　ヘッダーチャンバーへの温水パイプを取り込む方法は下図のように蔘つの方式があ

　　　　ります。

　　ｃ．ボイラーとヘッダー間のサプライ・リターン主管

　　　ヘッダーは当社で扱っておりますが、それ以後ボイラー迄のサプライ・リターン主管及

　　　び断熱材、被覆材は現場手配として下さい。
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　　ｄ．灯油タンク送油管配管工事

　　　漓　送油管は銅管蕀φを使用します。

　　　滷　ボイラー及び灯油タンクとの接続部はフレア加工とします。

　　ｅ．計装工事－蔘

　　　計装工事－２は各室コントローラー、ボイラーリモコンの取付工事、ボイラー・ヘッダ

　　　ーとの結線接続ですが、ボイラー・コントローラー、ボイラーリモコンの種類により異

　　　なります。各機器の説明書に従って接続して下さい。

　〔注意〕ボイラーには必ずアース線を接続して下さい。（落雷時の火災防止）

　〔Ｂ－蔕〕試運転

　　蔗．作業手順

　　　試運転に先立ち、各回路の温水パイプ内の空気を抜き、水も不凍液に入れ替えます。

　　　（水張り作業）

　　蔘．ガスボイラーの場合は自動水張り機能が付いている場合もあるので、マニュアルに従

　　　って作業して下さい。

　　蔬．灯油ボイラーの場合は自動水張り機能はありませんので、水張りは熱動弁を蔗回路づ

　　　つ開いて水張りをして、水張りが完了した熱動弁は閉じて下さい。

　　　灯油タンクからボイラー間の送油管内の空気も抜かなければなりません。灯油タンクに

　　　給油してボイラーの説明書のマニュアルに従ってエア抜きをして下さい。

　　蔟．蔗～蔬の手順を完了すれば、試運転が可能となります。ボイラーリモコンをＯＮにし

　　　てボイラーを着火させ、各室コントローラーをＯＮにして暖房運転をします。

　　蔕．長時間運転する時のボイラー出湯温度の目安は55～60℃です。

Ｃ．アフターメンテナンス
　蔗．温水パイプの材料品質保証は当社が10年間の保証を致します。

　蔘．温水パネル　　〃

　蔬．ボイラー及び制御機器の保証は各メーカーの保証となります。

　蔟．ボイラーは蔘年～蔬年に一度ボイラーメーカーの点検を受けて下さい。（ボイラーメー

　　カーとメンテナンス契約をすると便利です。）

Ｄ．寒冷時の床暖房の床面温度上昇時間
　床面温度が30℃に到達する迄の時間は下表が目安です。

　フローリング仕上の場合　　約蔗時間

　カーペット　　　〃　　　　〃1．5時間

　石貼・タイル貼　〃　　　　〃蔬～蔟〃

〔注意－蔗〕床暖房運転時に、床面で直接睡眠をとると低温熱傷になる恐れがあります。

〔　〃 －蔘〕床暖房設備床面に、釘やビス等を打ち込まないで下さい。温水パイプが破損する

　　恐れがあります。（特にドアストッパー等を取り付ける場合は御注意下さい。）

11


